
● 高気密高断熱住宅に不可欠な調湿気密シート
● 住宅の気密性を確保して湿気を積極的に調節

インテロは周囲の湿度に応じて透湿抵抗を変化させ
アクティブな湿気調節を行います。壁や屋根の断熱
構造を守り、快適な住環境に貢献するシートです。

インテロ独自の自動調湿機能
外から中へ湿気が移動する季節／主に夏の気候

夏⇒外は暑く室内は涼しい
夏のインテロは透湿抵抗を下げ湿気に対してオープ
ンな状態になります。空気の流れに乗って構造内に
浸入した湿気を室内側に放出する事で構造内部の乾
燥を促します。室内空間は広いので、インテロの調
湿機能によって部屋の中が湿気ることはありません。

冬⇒外は寒く室内は暖かい
冬のインテロは透湿抵抗を上げ、湿気に対して閉じ
た状態になります。室内側から外に流れようとする
湿気を通さずに、構造内部の乾燥状態を保ちます。

このままでは
家もいたむし
お金もかかる…

インテロを使うメリット
インテロは断熱構造を室内側から保護し、断熱材の
性能発揮をサポートします。優れた断熱性能と気密
性によって年間の冷暖房費を大幅に節約！これまで
冷暖房に費やしていたエネルギーを節約することは
CO2排出量削減につながり、地球環境を守ることに
なります。また、住宅の気密性を高めることはシッ
クハウス症候群や花粉症、防音にも大変効果的です。
快適で健康的な省エネ住宅やパッシブハウスを考え
る時、インテロはまさに不可欠な建材のひとつなの
です。

インテロの調湿気密システム
湿気を調節することは湿気を遮断するよりはるかに
安全で確実な方法
湿気を通さないタイプのシートを用いた気密工法で
は大量の湿気が構造内部に留まってしまう可能性が
あります。何年もその状態が続くと、壁や屋根の内
部でカビの発生や建材の腐蝕が起きてしまいます。
湿気をコントロール
するインテロ調湿気
密システムは、高い
湿気輸送能力によっ
て湿気によるカビの
発生を防ぎ、内部の
建材を守ります。

インテロプラスは空気中VOC
放出量が最も低いベストクラス
認定「Ａ+」を取得しています

中から外へ湿気が移動する季節／主に冬の気候

カビによる内部建材の腐蝕

…これで断熱は完璧

インテリジェント調湿気密シート

インテロ



財団法人建材試験センターでの試験結果
気密性試験結果
財団法人建築環境・省エネルギー機構の「住宅の省エネル
ギー基準の解説」では、気密材に要求される性能を、透気
抵抗で5.0(×105m2･s･Pa/kg)以上と規定しており､インテ
ロではこの要求性能を充分に満たす結果でした。
透湿性試験結果
インテロの透湿抵抗が相対湿度の高低により変化する事が
日本での試験でも証明されました。低い透湿抵抗で湿気を
通して夏型結露を防ぎ、高い透湿抵抗で湿気を通さず冬型
結露を防ぎます。透湿抵抗変化の幅は60倍以上です。

インテロは欧州各国で実績のあるドイツ製品
プロクリマは二十年以上に渡り調湿気密システム製品で成功
を収めてきました。プロクリマの製品は接着テープ等も含め
てドイツ／欧州等の工業規格に基づく認定を受けています。
欧州各国やニュージーランド等における総施工面積は数百万
m2に達しています。
インテロは財団法人建材試験センターの品質性能試験第
09A0714号を取得しています｡

株式会社エコ･トランスファー･ジャパン
〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町1-5-6 www.ecotransfer-japan.com
イマスオフィス馬喰町6階 info@ecotransfer-japan.com
TEL 050-3495-2580 FAX 050-3458-0637

技術データ
膜組織 ポリエチレン・コーポリマー
フリース ポリプロピレン
重量 85g／m2

厚さ 0.25mm

色 白色
耐熱性 －40度～＋80度
透湿抵抗 1.19~73.0[x10－3(m2･s･Pa)/ng]

透気抵抗 6.65[×1010m2･s･Pa/kg]

sd値 0.25～25m

耐火性 Ｅ（難燃性）
引張強度 130 N/5cm（縦） 105 N/5cm（横）
引張伸度 90％（縦） 90％（横）
引裂強度 70N（縦） 70N（横）
耐久性 合格
透湿抵抗･透気抵抗は(財)建材試験センターでの試験結果です。
それ以外はドイツ工業規格DIN／欧州工業規格EN／国際規格
ISOによるものです。透湿抵抗値は湿度によって変化します。

製品データ
幅 1.5m    長さ 50m    面積 75m2      重量 7kg

調湿気密システム製品
ソリテックス透湿防水シート、テスコンNo1接着テープ、
オルコン接着剤、気密ガスケット、他

ドイツの商品テストで１位を獲得
インテロはドイツの公的な商品テストにおいて同様のシー
ト８製品の中から１位に選ばれました。

左上グラフ：ポリエチレンシートを使った壁面では、わずか３年間で内部の相
対湿度が100％になり、壁内部の室内側に溜まる水分量は20％にも達します。
左下グラフ：インテロ気密システムの壁では、高い湿気輸送能力によって構造
内部の湿気が速やかに外へ排出されるため、そのような箇所に水が溜まること
がありません。

WUFIプログラムによるシミュレーション
期間：３年間

ポリエチレンシートの壁
シートと断熱材の境界面に水
分が溜まっています。このよ
うな箇所では結露や内部建材
腐蝕の可能性が出てきます。
インテロの壁
シートと断熱材の境界面に水
分が溜まらず良好な状態です。
緑色で示されている相対湿度
も、ポリエチレンシートの壁
より低くなっています。
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ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ(9mm) 合板(9mm) 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(12.5mm）
通気層(22mm) 断熱材(80mm)

ｿﾘﾃｯｸｽ透湿防水ｼｰﾄ 気密ｼｰﾄ:ｲﾝﾃﾛまたはﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ

グラフはフラウンホーファー建築物理研究所(ドイツ)のWUFI

(熱湿気移動解析)プログラムで作成。気象データ:群馬県前橋市

標準的な壁構造


